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平成19年 8月 6日 

各  位 

 

     会 社 名       株 式 会 社 エ フ ピ コ              

        代表者名  代表取締役社長 小松 安弘 

  （コード番号 7947 東証･大証第一部） 

   問合せ先   取締役経理財務本部長 瀧崎 俊男 

     （TEL．084－953－1145 ） 

 

中間期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 近の業績動向を踏まえ、平成19年 5月 11日の決算発表時に公表した平成20年 3月期(平成19年 4

月1日 ～ 平成20年3月31日)の中間期における連結業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知

らせいたします。 

記 

１． 当期の中間業績予想（平成19年 4月 1日～平成19年 9月 30日） 

（１）連結                               （単位：百万円） 

 売上高 営業利益  経常利益  中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （ A）    

（平成19年 5月 11日） 
63,500  4,240  4,350 2,400 

今 回 修 正 予 想             （ B）    62,900  3,740  3,850 2,160 

増 減 額            （ B－ A）      △600  △500  △500 △240 

増 減 率              （％）       △0.9 △11.8 △11.5 △10.0 

 前期（平成19年 3月期中間）実績 62,780  4,084  4,343 2,229 

 

（２）個別                               （単位：百万円） 

 売上高 営業利益  経常利益  中間純利益 

前 回 発 表 予 想             

（平成19年 5月 11日） 
59,500  3,090  3,200 1,800 

 前期（平成19年 3月期中間）実績 59,394  3,678  4,000 2,102 

 

（参考） 

当期の業績予想（平成19年 4月 1日～平成20年 3月 31日） 

（１）連結                               （単位：百万円） 

 売上高 営業利益  経常利益  当期純利益 

前 回 発 表 予 想             

（平成19年 5月 11日） 
126,000  8,620  8,800 4,900 

   前期（平成19年 3月期）実績 124,233  7,628  8,126 4,515 

（参考）１株当たり予想当期純利益  （通期） 224円 63銭 
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（２）個別                               （単位：百万円） 

 売上高 営業利益  経常利益  当期純利益 

前 回 発 表 予 想             

（平成19年 5月 11日） 
118,500  7,220  7,400 4,230 

   前期（平成19年 3月期）実績 117,768  6,880  7,356 4,204 

（参考）１株当たり予想当期純利益  （通期） 193円 92銭 

 

２. 中間連結業績予想の修正の理由 

当初計画では、グループ会社での販売用動産の販売を予定しておりましたが、当会計期間での売却

を取りやめることといたしました。 

 これにより、平成19年 5月 11日発表の中間期の連結業績予想を上記の通り修正いたします。 

当社グループの原材料価格は、６月末に９次値上げの受け入れが決着いたしました。当初、この原

材料価格の上昇を１０月からと想定しておりましたが、７月より一部でその影響が現れたことに加え、

段ボール等その他原材料等の値上により、さらなるコスト増加が見込まれます。この原材料価格の上

昇を吸収するため、容器の薄肉化・軽量化に加え、素材切替に伴う材料費の削減を推し進めると同時

に、製品価格の値上（平均１０％以上）を発表しております。 

通期の連結業績予想につきましては、社内合理化等さらなるコスト削減に努めるとともに、製品値

上を実施することにより、当初発表しておりました計画に変更はありません。 

また、中間期及び通期の個別業績予想についても変更はありません。 

なお、今後の原料価格の動向及び製品値上の進捗状況により、計画の見直しが必要となった場合に

は、適時発表させていただきます。 

 
＊ 上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

                                       以 上 
 


